
 

 

平成21年６月30日規則第21号 

 

佐倉市ふるさとまちづくり応援のための寄附に関する条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、佐倉市ふるさとまちづくり応援のための寄附に関する条例（平成21年佐倉市

条例第23号。以下「条例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（寄附金の受入れ等） 

第２条 寄附金の受入れは、随時行う。 

２ 寄附は、佐倉市ふるさとまちづくり応援寄附金申込書（別記様式第１号）又は払込取扱票（別

記様式第１号の２）により受け付けるものとする。 

３ 市長は、法令の規定又は公の秩序若しくは善良の風俗に反するものと認められる場合は、寄附

の受入れを拒否し、又は収受した寄附金を返還することができる。 

４ 市長は、前項の規定により、寄附の受入れを拒否し、又は受領した寄附金を返還する場合は、

寄附をしたもの（以下「寄附者」という。）にその理由を説明するとともに、その理由及び経過

を記録するものとする。 

（納入の通知等の特例） 

第２条の２ 佐倉市財務規則（平成元年佐倉市規則第６号）第32条に規定する納入の通知及び同規

則第57条に規定する現金等による寄附の受納に関する事務は、前条第２項の払込取扱票により寄

附を受け付ける場合においては、省略することができる。 

（負担付き寄附の受入れ） 

第３条 条例第５条第１項の規定により寄附金の使途を指定された寄附が、地方自治法（昭和22年

法律第67号）第96条第１項第９号の負担付きの寄附に係るものの場合は、当該寄附の条件の履行

が可能な場合に限り収受できるものとし、議会の議決を得た上でこれを収受するものとする。 

（寄附金受領証明書） 

第４条 市長は、寄附金を収受したときは、寄附者に寄附金受領証明書（別記様式第２号）を交付

するものとする。 

２ 寄附金受領証明書は、紛失し、破損し、又は汚損したことを理由として寄附者から再交付の申

請があったときは、再交付することができる。 

（寄附者への配慮等） 

第５条 市長は、条例第４条の規定により寄附金が基金へ積み立てられたときは、その管理、処分



 

 

その他寄附金の運用に当たり、寄附者の意向が反映できるよう、寄附が行われた日が属する年度

から起算して３年以内に該当事業費に充当するよう努めるものとする。 

２ 市長は、寄附者に対し、別に定めるところにより、必要と認める配慮を行うことができる。 

（寄附金管理台帳等の整備） 

第６条 市長は、収受した寄附金の適正な管理を行うため、佐倉市ふるさとまちづくり応援寄附金

管理台帳（別記様式第３号）及び寄附金異動管理台帳（別記様式第４号）により、条例第３条各

号の事業区分ごとに寄附金の管理を行うものとする。 

（事業完了の報告） 

第７条 市長は、寄附金を充てた事業が完了したとき（２年度以上にわたる継続事業の場合は、当

該寄附金を充当した年度における事業が完了したとき）は、当該事業の成果について、寄附者に

報告するものとする。 

（情報の提供） 

第８条 市長は、寄附者から寄附金の使途についての照会があったときは、その情報を提供するも

のとする。 

（運用状況の公表の方法） 

第９条 条例第７条の規定による運用状況の公表は、条例第４条の寄附金の管理及び運用の状況並

びに寄附者の住所、氏名及び寄附の内容について、インターネットを利用して公表するものとす

る。ただし、氏名等の公表について、寄附者が匿名を希望する場合は、この限りでない。 

２ 寄附金を充てた事業が完了したとき（２年度以上にわたる継続事業の場合は、当該寄附金を充

当した年度における事業が完了したとき）は、速やかにその旨をインターネットを利用して公表

するものとする。 

（補則） 

第10条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成26年３月31日規則第25号） 

この規則は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年７月７日規則第31号） 

この規則は、公布の日から施行する。 



記

１　寄附金の額 　金 　　　　円

２　使途の指定（希望される事業の指定欄に「○」をつけてください。）

指定
欄

具体的な指定事業名がある
場合は記入してください。

1

2

3

4

5

6

7

8

　１　住所地の都道府県、市町村名、氏名、寄附内容について公表を希望する。

　２　住所地の都道府県、市町村名と寄附内容のみ希望する（匿名を希望する。）。

　３　全てについて公表を希望しない。

注　以下のことをご理解いただいた上でお申し込みください。

　１　使途の指定がない場合は、「8 市長が活力あるまちづくりに必要と認める事業」の指定があったものとみなさ

　　せていただきます。

　２　やむを得ず、使途が指定された事業の実施ができない場合や、当該事業を実施した上で寄附金に残金が発生し

　　た場合は、通知をした上で、市長が認める他の事業に充当させていただきます。

　３　市が上記寄附金に係る納入通知書を発行した場合でも、この申込みの日から起算して６か月を経過する日まで

　　の間にその納入がないときは、当該６か月を経過する日においてこの申込みは撤回されたものとみなさせていた

　　だきます。

住所（所在地）　　　　　　

氏名（団体名・代表者名）

佐倉市ふるさとまちづくり応援寄附金申込書

　下記のとおり、佐倉市ふるさとまちづくり事業に寄附をしたいので申し込みます。

市長が活力あるまちづくりに必
要と認める事業

保健福祉の増進に関する事業

豊かなみどりの維持保全に関す
る事業

円

円

円

学校教育の振興に関する事業

市民文化の振興に関する事業

公共施設、都市基盤等の整備又
は改修に関する事業
観光の振興に関する事業

スポーツの振興に関する事業

３　氏名等の公表について（該当する番号に「○」をつけてください。）

別記

４　メッセージ（ご自由にお書きください。）公表を希望する・公表を希望しない

寄附金額

円

円

円

円

連絡先（電話・FAX・メールアドレス）

円

様式第１号（第２条関係）

　　　年　月　日

事業の種類

（宛先）佐倉市長



住所（所在地）

氏名（団体名・代表者名）

寄附金額 円

　

［注意］
個人の方
　今回の寄附金は、所得税及び住民税の寄附金控除の対象となります。確定申告の
際、本証明書が必要となりますので大切に保管してください(既発行の領収書では控
除を受けられない場合があります。)。
　なお、詳細につきましては、税務課又は所轄の税務署へお問い合わせください。

法人の方
　今回の寄附金は、法人税額を算出する際に損金への算出が認められる場合があり
ますので、本証明書は大切に保管してください。
　なお、詳細につきましては、所轄の税務署へお問い合わせください。

様式第２号（第４条関係）

寄附金受領証明書

　佐倉市ふるさとまちづくり応援寄附金として、　　　　年　　月　　日に上記の

　　　年　　月　　日

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　佐倉市長

金額を受領したことを証明します。

印 



様式第１号の２（第２条関係） 
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異動年月日 摘　要 増加額 減少額 現在残高 備考

様式第４号（第６条関係）

佐倉市ふるさとまちづくり応援寄附金異動管理台帳

条例第３条第　号事業（　　　　　　　　　　　　　　事業）

基金名（　　　　　　　　　　　　　　基金）


